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内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
十
七
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
八
項
か
ら
第
十

項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
二
十
九
号
を
削
り
、
第
三
十
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
三
十
一
号
か
ら
第
四
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
条
第
三
号
中
メ
を
ミ
と
し
、
コ
か
ら
ユ
ま
で
を
エ
か
ら
メ
ま
で
と
し
、
フ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

コ

市
民
活
動
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
六
項
中
「
十
六
人
」
を
「
十
八
人
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
審
議
官
の
う
ち
二
人
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
三
項
中
「
六
人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
そ
の
う
ち
三
人
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
中
「
七
課
」
を
「
六
課
」
に
、「
政
策
評
価
広
報
課

市
民
活
動
促
進
課
」
を
「
政
策
評
価
広
報
課
」
に
改
め
る
。

内
閣
府
に
お
い
て
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
又
は
事
務
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
十
八
号

内
閣
府
に
お
い
て
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
又
は
事
務
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

内
閣
府
に
お
い
て
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
又
は
事
務
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政

令
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
三
号
中
「
及
び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
を
「
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
学
校
給
食
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）

第
六
条
に
規
定
す
る
共
同
調
理
場
」
に
改
め
、「
都
道
府
県
」
の
下
に
「
又
は
指
定
都
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い

う
。）」
を
加
え
る
。

第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
内
閣
総
理
大
臣
が
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の

イ

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援

事
業
（
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
行
う
事
業
を
除
く
。）の
用
に
供
す
る
施
設
及
び
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す

る
障
害
児
入
所
施
設
の
修
繕
に
関
す
る
事
業

ロ

看
護
師
養
成
所
等
（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
九
条
第
一
号
、

第
二
十
条
第
一
号
、
第
二
十
一
条
第
二
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
学
校
（
学
校
教
育
法
第
一
条

に
規
定
す
る
大
学
を
除
く
。）並
び
に
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
十
九
条
第
二
号
に
規
定
す
る
保
健
師
養
成

所
、
同
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
助
産
師
養
成
所
、
同
法
第
二
十
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
看
護
師
養

成
所
及
び
同
法
第
二
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
准
看
護
師
養
成
所
を
い
う
。）の
施
設
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る

施
設
並
び
に
歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
歯
科
衛
生

士
学
校
（
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
除
く
。）及
び
歯
科
衛
生
士
法
第
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す

る
歯
科
衛
生
士
養
成
所
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業

ハ

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
及
び
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
診
療
所
の
施
設
の
整
備
で
あ
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
平

成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
い
う
。）の
推
進
の
た
め
に
行
う

も
の
に
関
す
る
事
業

第
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
六
条

削
除

第
二
十
条
第
三
項
中
「
三
十
五
人
」
を
「
三
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
二
号
中「（
参
事
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
「
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る

こ
と
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

教
育
及
び
文
化
の
振
興

ロ

福
祉
の
増
進
及
び
医
療
の
確
保

ハ

環
境
の
保
全

ニ

水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
整
備

第
二
十
九
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

沖
縄
に
お
け
る
経
済
の
振
興
及
び
社
会
の
開
発
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
及
び
政
策
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
三
十
条
第
一
号
中
「
の
う
ち
、
次
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
こ
と
」
を「（
総
務
課
の
所
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
八
条
を
第
十
条
と
し
、
第
七
条
を
第
九
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
本
府
に
置
か
れ
る
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
八
条

第
二
十
条
の
参
事
官
の
う
ち
二
人
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附
則
中
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
臣
官
房
審
議
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
五
条

第
八
条
（
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
除
く
。）の
審
議
官
（
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ

る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
一
人
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦
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